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◎ デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

19 箴言 ２９ マタイ ６ イザヤ ９：１ ～７
20 ３０ ７ イ ルカ ２：１ ～７
21 ３１ ８ エ ルカ ２：８ ～２０
22 伝道者の書 １ ９ ス ルカ ２：２１～３８
23 ２ １０ の 詩篇 １２６：１ ～６
24 ３ １１ 誕 詩篇 ３２：１ ～６
25 ４ １２ 生 ハバクク ３：１３～１５
26 ５ １ マタイ ２：１ ～１１３

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
誕 生 日（１４日 弓岡 章秀兄）
受洗記念日（２１日 竹安 香姉 ２２日 廣田 崇示師
２３日 藤野晶子姉 ２４日 黒田ひかり姉 石川 牧姉
２５日 濱崎 香代子姉 松本 しのぶ姉）

召天記念日（１２日 中島 健冶さん2013年
２４日 廣田 彰男さん2001年）

①姫路あけぼの教会の救霊の御業が前進するために！
②教会員の方々のご家庭の上に祝福を！
③杉崎幸子姉（客員）の霊肉の健康と聖霊の満たしを！
④福崎教会（土井栄子師）と朝来教会（正木義俊師）のお
働きの上に神様の祝福を！

◎本日のクリスマス礼拝にご出席くださり歓迎します。尚、
祝会とクリスマスイヴ(24日)の燭火礼拝も残念ながら中止
します。クリスマス献金を献げることが出来感謝でした。

◎寒くなってきました。増田真砂姉は状態は変わらないです
が、22日に手術を受けられます。弱さを覚えておられる方
々､入院・入所中の方々のためにも続いてお祈り下さい。。

◎土地購入献金 先週、礼拝献金2,000円献げられ感謝！
続いて返済のために祈りましょう。

◎牧会短針 主イエス様の降誕祭(クリスマス)をお慶び申し
上げます。クリスマスの喜びは、神様が私たちと同じ肉体を
持って、私たちのところにまで来て下さったことにあります。
それは神様の許から離れ、さ迷っている者を神に立ち返らせ
て神の子としての身分を授け、親子の交わりを回復させ、ま
た一人ひとりを神と隣人とに仕えるものとするためであり、
更にやがて来たるべき神のみ怒りから救い出すためでした。
イエス・キリスト様の誕生は実に十字架の死と苦難にあずか
るためであったのです。ここにクリスマスの意義があるので
す。 今週の牧師の予定 21日 こころの会
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◎今週の御言葉 「クリスマスの喜び ～卑しいはしために
目を留めてくださる神様」（サムエル記第一２章１～10節、
ルカの福音書１章39～56節） 「主は、弱い者をちりから
起こし、貧しい人を、あくたから引き上げ、高貴な者ととも
に、すわらせ、彼らに栄光の位を継がせます。」(8)
「主はこの卑しいはしために目を留めてくださったからで

す。ほんとうに、これから後、どの時代の人々も、私をしあ
わせ者と思うでしょう。」(48)

◎全世界で祝われているクリスマスの意義は何なのでしょ
うか？ その喜びは誰に与えられるのでしょうか？
◎サムエル記第一１章ではサムエルの誕生の次第が記され

２章ではハンナはそのサムエルを神様に捧げた後、感謝の祈
りをささげた賛歌が記されています。エルカナの妻ハンナは
不妊の女でした。主が胎を閉ざされたからです。当時、子を
産むことは神様の祝福を受けることであり、産めない者は神
の怒りに触れた者とされ、あなどられていたのです。です
からハンナは心は痛め、神様の御前で涙して祈りをささげた
のです。その祈りに応えられて産まれたのがサムエルです。
ハンナが感謝の祈りをささげた賛歌の中で、ハンナは心から
「主を誇り（喜び）、主の救いを喜んだ」のです。
◎ルカ１章には、ヨセフの許嫁マリヤの賛歌（マグニフィ

カト）がハンナの賛歌に似て、真心込めて神様を賛美してい
るのです。マリヤは、①「恵まれた方」でした。それは「主
があなたと共におられます」即ち「インマヌエル」の恵みな
のです(28、マタイ1:23)。②「神から恵みを受けた」のでし
た(31)。神様がひとつの使命を授けるため、先ずマリヤに「怖
がることはない」と語りかけてその魂を備えられたのです。
「神にとって不可能なことは一つもありません」(37)。不妊
の女と言われたアブラハムの妻サラ、エルカナの妻ハンナ、
ザカリヤの妻エリサベツの上に全能の神様の働きによって子
どもを授け、御業を現されました。それはマリヤの魂を備え、
御業に与らせるためだったのです。マリヤは「わたしは主の
はしためです。あなたのおことばどりこの身になりますよう
に」と神様の御旨に明け渡したのです。③エリサベツを訪れ
て信仰の分かち合いをし、お互いに神様の恵みを確認し、「主
によって語られたことは必ず実現すると信じきった人は何と
幸いなことでしょう」。信仰と祈りの交わりがお互いを励ま
し、力づけるのです。④「わが魂は主を崇め、わが霊は、わ
が救い主なる神を喜びたたえます」とマリヤが賛美しており
ます。「卑しいはしためを顧みて下さる神」を崇めたのです。。




